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三陸沖及北海道太平洋岸沖合に於りる

サケ・マス漁場の研究

(昭和24-26年度〉

番，藤市郎・三島清吉

山本耕作・滞藤昭二・荒本辰夫

1. 序言及び調査の目的

千島、樺太及びカムチヤツヵ沿岸の所謂北洋漁場を失った我邦にとって春夏。候、北海道東岸

に来得ナるサナ・?スの漁場を明かにずるととは極めて重要注ととである。職前には北洋の費庫

に腔惑され北海道東岸水域のサク・?ス漁業は絵P世入の注目を引かなかった。

従ってその洞辞朕況や漁場に関ナる大規模主主調査研究も行われなかったが、北海道水産試験場

に於てはトキシラズ〈シロサナ)fD流網試験は既に大正5年~同7年の 3ク年問、厚岸・日高沖

で叉大1E14年~昭和2年(l).3ナ年間オコック海に於けるトキシラズ延縄漁業の普及や沖合漁場探

検の嘱託試験も行われていた。然し本格的調査は昭和の初期より纏績事業として日高沿岸、道東

淀岸沖合及び北見沿岸等の漁業試験及びj凶器調査に始まったのである。即宅昭和5年金森投手は

道東海官官D粕々沖合D トキシラズのi悶i持試験を 6年 5月には室蘭支揚の勝木技手は日高1Jt20i車以

遠水域を延縄漁具に工り叉根室支場の四回投手は延縄漁業指導並に流網漁業調査を行い、金森技

手は同年5月至T月襟裳岬よ P納沙布燈台までの太平洋海匿を延縄漁具に依 P標識放流などによ• るi図滋調査を行った。根室支場の勝木技手は昭和ワ年4月7日より同']0日迄の期間I'L霧多布を根

擦と Lて、そ(f)SSEょtS/W (f) Ji![岸iQr、45i空K於て延筑紫具に依る諒濫誤験を行いトキシラズ

662尾、カラフトマス19尾を釣獲し、更に翠~8 年生月下旬より 6 月下旬の問、庚尾v SE， 70-100 

混と釧路のS，50-100浬及び納沙布、落石沖合同-70揮の水域で、磁置に依る漁業試験を賓施し、

トキシラズとカラフトマスを相営量釣獲した。なお昭和 T年 5月、花井技手は流網漁、具に依るト

キシラズ漁業蝿託試験を道東沿岸で貫施した。而してそめ蝿託舶は 4月下句より 5月上旬の期間、

前後7固に互り画館より三陸沖に11:¥漁したが何等見るべき指獲は無かったと報告Lている。昭和

9年4月中旬より川 k、岡井中南技手は納f少布と襟裳111甲聞の距岸 100沌以内に於て延縄に依る漁

獲と標識放流を行い、沖合水域に於けるifiii滋欣態を調査した。

以上に依り道東海直に来講ずるサケ・マスのi回出径路は略k 明かにされ，たが、未だ 100沌前後

及び以遠の調査は不充分であり、三陸沖及びそれ，以南のi匝li加伏況は殆んど想像。域を逸していな

いD である。依って筆者等は金華山より育森腕尻矢崎に至る付合並に北海道沖の主として距岸30

-120 Iq~;こ 7E る海域を流網に依る漁業調査を試み、更に詳しいi回訪字紙呪や漁場慣値を確かめルと

したのである。

言主) 春夏白候、北海道大平洋沿岸tこ来世博する争ーロサケをオオスケ〈室蘭、北見地方〉、ラシヤマス(日高
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地方〉、トキシラズ f釧路地方〉等と呼んでいる。

II. 調査海域と時期

昭和21年-25年度は練習航海の都合により、 4月及び5月初旬。早期白三陸沖合に於ける調査

を震施す・るととが出来す写専ら北海道東岸沖合の調査にのみ絡始したが26年度には生月下旬より 5

月初旬の問、金華1I1沖より尻矢崎沖合迄の調査を行うととが出来た。

昭和24年度6月5日函館を出港して 7月5日蹄者まで約1ヶ月調査に営ったがその問、主機関

故障V'Y!とめ約10日間休業した。

調査直域は laも.420---00'N-42
0

-40'N，long. 144
0

E_146
0

Eの範園で~II路、厚岸及び霧2多布よ

り概ね25浬以遠の沖合であった。但し十勝川沖(犬津川沖Jは麗尾根操舶と(iJ11路根撮舶の行動宇

径の先端に賞り漁舶が比較的少くEつ潮目が非常に顕著なので敷巨操業を試みた。 7月始めには

誼温を求めて距岸120浬附近まで進出したが14_1500rD高い一般潮で既に暖流系の水が可成り北

上していた。 7月3日に大黒島〈厚岸)!OS;EJiE， 93浬の水温14
0

0l'L於て30反投網してマスの雌

1尾を漁獲した。

昭和25年度 6月7日よ T7月1日までの期間で、調査範園はlnt.41'・~OO' "，，420--50' N， 

long.140
0 

""l46"Eの繰に主 P固まれる水域で、十勝川口を距る数浬よりilll路南方 140浬に亙P、投

網試験回数は17問、との間9賠 (A.-1)を選ぴ表層より 50m屠まで6居{c別けて7ki毘翻iJ{gを費

施した〈第4闘参照〉。

昭和26竿度 4月下旬J'J至 5月上旬の早期に於ける三陸沖調貨には、練習枯おしJ:ろ丸と協

力して、先づ水湿の分布を調査し、その後北畠丸皐摘で投綱試験を賓施した。 4月25日、八戸を

出港し第1弐漁業試験を行い-Ji函館に障措ο上 5月7a第E共漁業試験のため三陸沖に再び出

動した。

調査範圏は三陸沖合の距岸75浬以内で、南は金華I.IJ沖よ~.:U:は津軽海峡東口附近陀至る問、約

却O浬の範圏で投網試験問教は 8回であった。北海道東岸梅竣D 識君主試験は 6月14:日より 7月初

旬まで行われたが、とθ結果は第2報で報告する予定で、ある。

W.調査の方法

.調査海域を三陸沖合と北海道東岸沖合とに分り、 4"，，5月の早い時期には三陸沖に、 6-7月は北

海道沖の調査に重E誌を置いた。調査方法としては、

山康範固に互る海洋調査を行い、水湿の7klf-及び垂直分布D概略を知って所望水域に試験投

網する。

(2) 毎日根操地に蹄ら歩数']間沖合に滞留し、揚網し怒れ，ば出来得るだけ庚い範圏の水域手航

走して週水温~求め、或は汐目の護見に努め、プランクトンを採集して毎日￠操業位置を

決定する。

調査舶は北海道た皐水産事部練習舶rt星h(104官、デイゼール機闘210斤〉を使用し、う〈漁具

はラミー製4寸2分目、仕立上り 30聞の流網を用いたく漁具の構造はおしよろ丸使用のものと同

ーであるから省略する〕。
IV. 漁業試験の経過

投網試験は銃遠の如く第 1ヨたて第IIヨたを通じて前後8回で調査期間中は、 (1)天候が急;饗する、

(2)一定期聞に投網回数の増加を計る等の理由により I夜 2回の操業を行つ?と。流網使flj網数は30

反であるo

三陸沖合
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第I弐漁業試験

第 I弐漁業試験は4月25日八戸出港よ b同29日函館入港迄CD5日間で投網回数5回、航走浬程

260浬でるった。

第 1回操業〈第 1表AのNo.1):4月26日未明の投網である口海上は極めて穏かであった。八戸

第 1圃海洋調査並に漁業試験位置(昭和26年度三陸沖〉 を出港し305子毎に投

IItヴ 14;i' 14.2り ~1'\ 網叉予定地賠より 15

41・

40・1

39羽'

38'.1 

浬c範園に到達後は

15分毎に表面水温の

測定を行い誼水帯。

探索に努めた。海洋

観測賠(第1園)No.5附

近はど~500 の7](帯

が西方に突出してお

り附近には.:t"ツトセ

イが俳泳し海烏も多

数飛期していた鮫

角灯台の N87
0

E，47 

.6浬に於て第 1回。

投網を行ったが、最

初は水温5......5.500で

あったものが、約30

分後の投網開始時に

は 1.20に低下し、

10反左投網した時に

は4.700となり、との

温度は20反投網完了

t まで同じであった。

然るにその後約四分

， I ( .1を粧て25m居までの

一水温iJtU定を行った時

には既に表面水温は

3，5
0

0と低下して居り

附近の水帯が極めて

複雑で費化の激しい

事が判った。水温ο

垂直分布は第2表に

見られる如く表)奮と

中居との較差は顕著

でないo25m屠まで
のプラクトンを垂直採集した結果は大部分が珪藻類で動物性のも白は見られ，な

- 12ー



網待ち 2時間余りにして、 5時25分より揚網を始めシロサク雌 1尾、雄4尾を漁獲した。搭網

方向は何れも南側からで水面下 1m内外D ととろに躍っていた。生殖呆は未熟で雌雄の識刊が困

難な程度であ D、胃中には動物性及び植物性D プランクトンが共に認められた。

第 2回操業〈第1表AoNo.2) 4月26日の夕刻、鮫角灯台よ TN80oE， 68浬に於てNEより

swに走る汐日t-慌切って投網したo網入れ中、 3固に亙る水温1J[測の結果は5:_6
0
0で、 25m居ま

での分布は第2表に示ナ如く、 5m居と10m居の聞が低く、表面と20瓜以i菜は精々高目となってい

た:01Mプランクトンは珪藻と動物性のもりが見られた〈透明度、水色は第 1表 (A).(B)参照)"

21時35分より揚網開始しシロサク 4尾(内 1尾は揚網時脱落〉を漁獲した。雌1尾、雄2尾で

南側及び北側から 2尾宛A隠っていた。

第 3@.操業〈第 1表AのNo.3) 4月27日2;キ20今、第 1四段網位置ρNNW，23 ?fl附近即ち

鮫角灯台o N60
0
E，距離48.5出に投制した。 ζ 心地賄はNN'Vより8SEに走る 6.000D等水温

錦古来に張り出している基部に営 P 、表面水温は5.20~5.05CであるO 風力 2--3 の問寄 D の風が.~Ii

吹していたが投揚網iこ支障はなかった。各居水温測定の結果は第2去の如く、深さとjIJに遮減し

プランクトンは珪藻が多く CalalW8も若干昆られ，た:04時585シより拐網を始めシロサヶ14尾(雌

Q，雄8)Ð漁獲を扮げた口程綱方向は南側がら11尾、北側からは 3 尾であった。 fl~瞳は小~~r!で平

均盟重羽生匁、生殖染は前2回に比べて護遣しており、雌雄の判]リは容易であった J

間寄りの風波中に於げる操業であったが舶位は10i唱も酉偏していた。即、句:時2i~\余の漸流が

あるとと、なる。

j有益田段、業〈第1表ADNo.4):第 3回投網位置。SE，32i1iU:!Pちbt.400-4:1.0'N，long.14♀。-

58ノ2Eiこ於ァ18時10分より投網をと始めた。との水域は4.0
0
0と5.0

0
0の笥;水温錦が東に張出してい

る先端に近く、第2田の投網位置と封瞬、的な関係にあったコ表面水温は投網航Jt中 3.3:"'-3.5
0
0で

今戎操業中に於けゐ最低を示し、無風で海とは極めて乎穏であった口 21時よ P拐網開始し、シロ

サケ 2尾〈雌1，堆 1)を漁獲した。擢網方向は南側からで魚、轄はサペ'J、生殖奈は何れも未熟であ

P動物性Cプランクトンを揖取していた。

第 5回操、震〈第 1表AのNo.5):襟裳岬の S41
0
W，51.5 ifllに於て 2時355子より投網ずるO 弱い

西風が吹ぎ海 kは千億であったっ表白[水温は投網中を通じて 4.$\Jで費化なく 10-25~n 唐は表面

よりも高温で 5.O"C合を示していた。 5時10分揚綱吉こ怒えたが漁獲は皆無守あった。

第 6回操業を最後として第 I共調査を打切り、函館に臨港し売。

第II次漁業試験

第 I 弐i官、業試験の結果 4 月ド旬、三陸沖合に於けるシロサケi01滋の一部を ~;Il りq-';J・たが引績き同

海域調査のため 5月7日l函館を出港した。

第 6回操業(第 1表AのNo.6):鮫港のSE方向約50迎。水域に於τ日法前 (18:寺37分)DOJ文投

網した。付近にほ等水温秘が皐調に南北に平行して走っており、水温は5.50~5.800でプランクトン

は多量の珪藻コ中 iこ~opepodαを混じていた。透羽度は 7111 ， ;J¥色8で第I次試験の持とは可成り

趣を異にしていた。投網水域には弱い汐目が南北に走り‘その南側の水温は各々 5.7
0

0と6.0
0

0であ

った。 10時30~子頃よ P 霧が誕生し叫界が不良となる。 22時155トより揚網を始め合計シロサケ16尾

(雌.9，雄7)を漁獲した。揚網最初のふ温は 6.1'0で間もなく 5.0
00台となり、揚網修了時には 4.ら勺

に低下していた。水湿の費化の激しい水域は躍網王手も良好の様である。躍網Ji向は何れも南側か

らで、擢網層は水面近くがさ.で、水f:t1i下2"，-3mにも多少躍っていた。魚、腫は轄長平均 51.4料、鰻

重 510匁で最大は840匁に達した。盆餌には Euphαω仰が多く認められた。
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同

4泊.

第 1表 (A) 漁業試験

ー』一一 ー岨圃圃一回 圃 阿 国 』

.N1440324310ラqノy7mliMIonszh#142-52258tHJOBI| Na 3 l h 4 l N0 5 lElm1LgLN4104σr164王1'5J0N35jl IlBonaz評N1a4論247;耐3JUEil亘limEe3h1F47・詑ラ89o4y 0E 投 1st. 400-40'N 'lat. 40"-52.'5N' 1at. 410
••l/3N 'lat. 指'-43/0N 一1玩ご苛l 。ごf3!~N-

漁 締 1ong.1420 -35/7EI long. 14Z -58/0E 1ong. 1420 -26/2E， 1ong. 14，t -58!0 EI 1ong. 142" -36.10E 
位 鮫N8角r 襟81裳90W岬 鮫N6角ぴ エ Pモ岬8 エ Pモ岬5 鮫863角。E トド崎 金N7華1。lII 
置 E 47.'6 I 8190W 65ノo I N60"E 48ノ5 I 8160W 81.' I S410W 51.'5 11 8630E 54/3 I N7tE 331 I N710E 72/0 

役方 綱向 • ESE ESE E/8 NE/N East W/N 、>Vest NW  

揚 網 鍛 20 30 30 30 30 30 30 30 
{反〉

天候 B B B BC C O BC C 

天 風向 WNW West W/8 8W West East NNW Calm 

候 風カ 3 。
及 主義盛 1022.0 1023.0 1024.5 1022，0 1019.0 1011.0 1012.0 1009.0 

ぴ 無混 4.5 7.0 7.0 7.0 7.9 7.0 6.0 11.0 

海 水温 4.2， 4.7， 4.7 6.0， 5.5， 5.1 5.5， 5.3， 5.2 3.3， 3.5， 3.5 4.7， 4・8，4.8 5.8， 5.7， 5.5 6.0， 6.0， 5.9 7.5， 8.0， 7.7 

一況 水色 5 5_6 5 4 4-5 8 7 4 

透明度 9m 11m 9m 10m 12m 7m 10m 10m 

日 5 1計 4 1~1+114 I!I~-=I _21~十 \1/ 16 l;i~1 6 I計 1 1 : 1 -

1

号マ交 ¥¥¥¥三¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥

備
纏綱方向、南側 4

尾橋目中網
1
せ

1毛る!
も 構綱方向

多北南し
側
側

様綱方向 橋綱方向 摺綱方向 催綱方向
揚綱 股務 11 南側 南側 南側 南側

書量綱居、表屠多し

5長居に 3 
抹香鯨群

考
北爾側



第 7回操業{第1表AのNo.7):第6因。投網地賄より更に南下しトド埼〈宮古〉のENE，約33

浬附近にて 2時33分より投網ナる。風なく海上は極めて不穏で、るった。各居7.1¥温は表面が 6.0
0

0

で 5m屠より25居迄は一律に 5.3
00を示していた。網待ち約3時聞にして 5時32分よ b揚網を始

めたが、投網後の風向の費化や汐目。ため網成りは首Lれていた。シロサタ 6尾〈雌1，雄5)(2)漁

獲に過ぎデ胃θ内容物は殆んど Eψhausiαでるった。

各投網水域に於けるプランクトンの垂直採集に際し一度も Euphaus仰を護見し得なかったに

かかわ九歩魚の胃D 中に見られ，ている。とれ，は投網水域より離れたととろで措取したものか、更

に深居に於て撮取したのか或は現在使用され

ているプランクトンネットには乗網したいか

の原因によるもむと思うくその後昭和27年

11月初句津軽海峡東部で菅測に記録された

Euphαusiα群では、同ーネットで掃集してい

る。魚、韓は一般に小型で瞳長、自豊高の平均は

夫々 50.4糎、 12.2糎で瞳重は最大610匁、最

小420匁平均490匁であり、躍網厨は水面附-

近が多く 2-3m深度のものもあった。

第8閏操業〈第 1表AのNo.8) 第8回

は金事はlの ENE、72imに於て投網した。表

面水温は投網航走中の観測に依れば 7.5，...，8.0

~7.7C で附近に NE J:!J SWに走る重立候ο

汐目が認められ，、抹香鯨の大群と教頭の;o-ツトセイとが認められた。プヨンクトンは CαJαn'usが

大部分を占め珪藻は極めて197.主かった。垂直水温は表層で 7.5
00，5mJ音で 6.000，10m以深は 5.800

でるった。

22持部分よ D揚網開始する。天候は細雨を倖い東風の時イヒ模様となった。シロサ?の雄 1尾を

漁獲し、腫重490匁であった。気象特報が設せられJたοで以上で今閣の調査を打切P蹄詮に就い

た。

要 鮪

1) 調査時期の 4月下旬より 5月上旬は、未だ気象献態が不安定で天候ο急費に遭い、怒夜網を

流してゐけたい場合が屡々で、あった。

第 2表 水 温 測 定

盃守TR__5m.l_~~豆20m I竺"こ

2) 天候の念費と投網回数ο増加を計るため、

E子を中心として 1夜2回の操業を行った。

3) 営時なお多型の朱塵配置で問寄 Dο風が多

かったので E-W}j向に投網したが、とれは魚

群のi伺滋}j'向tc1tして有利だったと忠わ払る0

4) 表面水温は3.50_7.700の範園であったが大

韓 5.0
0

0台の水平容で、漁獲互容は良好でるった0

5) 水患の垂直分布は北海道東岸沖合に於ける

が如き著しい痩化は認められ2なかったが、南下

ナるに従い表層と25m屠聞の較差は大まくなっ

ているく第2表)。

ー 15-



6) 水色は Forel氏水色計の 4-8で、 4の時漁獲成績は最も悪いく第1表B)。

7) 透明度は 7-12mで 7-10mに於て漁獲成績が良かったく第1表B)。

8) プランクトンを垂直探集した結果、各水域共珪藻が見られ、動伽性プヨンクトンは少なかっ

た(第 1表B)。
9) 漁獲したサケD胃中 i亡は珪藻及び動物性プランクトンでは Cα1αn'Us，Eupha'llsiα，Pαrαthe-

misto等が且られ，特に第II失調査 (No.6，No.7)には Euphausiαが多かった。

10)三陸沖調査ではサタのみ漁獲され?スは皆無であった。

11)魚睦測定結果は弐表の如くである。

調査期 l堕長(事項)糧高(事皇、控室宣(瓦)!備 考

第 I 次

第 II 次 21:;:;|:;:|:: 
12)年令組成は 4 年生カ~82.6JG'，3年生が10.9，%.

5年生が 6.5%の割合である(第 3表〉。

之は同年6"，7月に道東沖合で漁獲したサケ

の年令組成に似ている。

第 3表魚腫測定

街 種|慢長咽油高く糎〉|控室叩|性別|年齢 魚 種|怯長側慢高〈糎滑重〈瓦)1性別|年齢

12.5 172ラ 8 4 vロサケ 55.0 13.5 3150 8 4 

1/ ! 52.0 13.2 1875 3 4 1/ 53.5 14.3 2025 ♀ 5 

p 53.0 12.4 1950 色 4 F 51.2 13.5 2025 ♀ 4 

" 48.0 11.0 1425 中 4 '/ 52.3 12.3 1800 ♀ 4 

'/ 52.2 13.7 2138 8 4 1/ 50.6 12.3 1683 3 4 

。 54.5 14.0 2175 平 3 。 51.8 13.8 2138 色 4 

。 53.5 13.8 2053 3 4 p 53.0 12.8 1875 早 4 

'/ 51.2 12.5 1875 8 4 " 50.2 12.5 1725 8 4 

。 57.0 14.8 2622 8 3 q 47.8 11.8 1575 ♀ 4 

!/ 50.5 12.0 2625 平 4 !/ 52.0 12.~ 1950 8 4 

'/ 53.5 13.6 1875 平 5 グ 49.8 12.6 1650 ♀ 4 

グ 52.0 ・13.0 1800 色 4 1/ 52.4 13.0 1913 中 4 

" 49.5 11.5 1538 8 4 グ 50.5 12.5 1800 色 4 

'/ 48.0 11.5 1575 s 4 " 51.8 12.2 1725 ♀ 4 

F 48.5 11.8 1500 色 4 グ 50.5 12.1 1683 ♀ 3 

グ 48.0 11.5 1538 8 4 F 49.5 13.0 1875 8 4 

'/ 47.5 11.3 1425 中 4 F 53.0 14.1 2287 ♀ 4 

4少 51.0 12.5 18∞ ei 4 F 50.8 12.2 1875 色 4 

Jf 50.0 12.5 18∞ 4 F 日.0 12.0 1725 色 4 

" 52.0 13.0 1913 5 F 51.3 12.1 1875 8 4 

グ 52.5 12.3 1988 3' " 48.3 11.2 1575 色 4 

" 
50.3 11.7 1538 3 g 49.3 11.5 1682 色 4 

1/ 48.5 11.8 1725 4 
均 151・1 I 1μ| 酬|

H 48.0 11. 7 15∞ 4 

本 均 150.8 1 1幻 1.1791 I 
一一一一一一一一

備考: 左慨は第 I~ 右摘は第E失調査
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13)性別は第I攻調査D ものは雄62.5%に封し雌37.5%.第II次調査では雄54.5ガに劃し雌45.5

%で平均すれば雄58.7%tr:.封し雌は 41.3%である(第3表λ
14)擢網水深より滋泳深度を推定すると表面附近が大部分を占め 6月の道東海軍に比し一般に鵠

ν、。

15)八戸以北に於ては海霧の費生はなかったが、宮古以南eJ 8"C台の水域に入ると必歩濃霧が稜

生していた。 ・

以上は調査期間も短く市も漁獲尾教も齢いものではあるが、嘗て道東海域で北水試に依って行

われた調査結果などと封比してみても順営な結果でるって参考に費ナるに足るものと思めれる。

北海道東岸沖合

従来北海道東岸海域に於けるサケ・?ス流網操業の根接地は1iJIJ路、厚岸、審多布tJ.~でるって、
漁舶は午後2時乃至5時頃基地を出港し夕刻漁場に到着して投網し、翌朝未明より揚網を始め午

前6時乃至9時噴には陣地して漁獲物を陸揚げするのが例となっている。そのた必行動半径は却

-30浬範国に限定され、それ以上の遠距離で操業すると翌日白出漁に支障を来すので.自ら距岸

30浬以内が漁場と成っていたのでるる。

職後、前記30浬以内の沿岸に流網漁舶が密集し、各舶の投網間隔は非常に狭〈互に漁具ぽ混鳳

して線漁獲高の増加にも拘ら歩 1舶営Dの漁獲率は漸次低下を辿っていた。裁に於て距岸句浬以

遠への進出が念務とたり、充分主主治、場調査、漁業試験が必要となるのであって、特にヨたo数墳に

目標を置いて調査を貫施した。即ち 山漁場に数日乃至十数日滞留しての操業、 (2)運搬酷使用

に依る操業、 (3)母舶式漁業等。たお従来沿岸が不漁を託つ年の沖合の洞琳扶況たどをも究明せ

んとしたのでるる。

第 2間
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昭和 24年度漁業試験(第2園〉

第 1回操業(昭和24年6月5日，第4表のNo.l):犬黒島舵合のSW[S，36浬に於て 17時 40分

より投網を始め、翌朝 3時 30分まで漂泊ιて揚網開始する。即ち網が海中に在る時聞は大韓8-

10蒋間位である。表面水温i.00_8.00C，南の風，風力 2，SE-NW方向に網を投入した。漁獲物

はカラフト?ス 67尾， シロサク 8尾で反営り ].25尾となり、何れ，も南側より躍って居tc。雌旬、

%に封し雄は僅か4%に過ぎない。

第2回操業 (6月6日，第4表vNo.2)大黒島灯台の 815
0

¥へん 24浬の水域に投網ずる。表面水

温9.50 ""'10.0.Cで海上平穏であった。 h使用網数56反を25分間宮、投網完工した$'c.~魚獲物は可1'..z..110尾

シロサケ 3尾でネズミザメ4尾をもI昆獲し、サヶ・ 7 ス躍網互容は2.2尾であった。

第四回操業 (6月7a，第4表のNo.3):大黒島灯台の sn.E， 345浬即ち釧路よ þSE~S， 46.2

浬の水域に於.てSSWよtNNEiD方向に投網した。天気良く水温9.00-9.&.Cであった。翌朝4時

30分より揚網開始したがNNE<D風強く、揚網完了まで5時間30分を費し、ネズミザメ 8尾，イル

カ1頭を混獲したが、投網反敢56反中16反を破損した。ヵラフトマス 5尾， シロサケ 1尾の不成

績であった。

第4回操業 (6月9日，第4表のNo.4):大黒島のSWy.:S，21浬の水域で，71<i:毘9.5-9.8.Cのとと

ろ¥'L48反を投網 1て見た。天候は*晴で、SSWv風が3-4程度吹き，投網針路は SIWょtNfEと

した。翌朝J揚続時には 8.5時間の聞に約5浬ほど ENEr-..流されていた。カラフトマス68尾，シ

ロサヶ 3尾で躍網塁手は 5.64尾D好成績であった。

第 5回操業 (6月24日，第4表。No5):6月9日以来機関修理のため操業出来なかったが、本日

より再び調査佐開始した。{il11路(知人鼻燈台〉のSWXS，26浬即ち十勝川口沖合の水温9.80_10.3.

G のととろに 56反を投網した。海上は濃霧あり卒穏で、あった。翌朝 3時50分の議綱時までに

SW!Wに 6浬流され，ていた。潮目白多いととろだが網成りは良好でカラ 7 ト?ス 39尾及びアプヨ

ザメ 100余尾を混獲しサケは見られ，tx.かった。?スの躍網喜容は 7.5尾弱で膿網水深は表面に多く

アプラザメは網裾の方に多かった。躍網方向はswょ!JNEである。風波は無いが東方からの“う

ね事"が高かった白で、網の捧献に持く D を防ぐため偲9分程度の?ニラロ{プ2丸を手取網〈ト

ツタリ網〉とし、樫1.0-1.5尺の硝子玉と沈舗数個を使用して網と舶との援衝装置とした。

第6岡操業 (6月25日，第4表.vNo.6):前日の好成績により同水域に漂泊し十勝川口のSE，7浬

のととるに投網した。風向はESEで風力は 3程度水温は9.00-10.Q.Cで、るった。前日と同じ要領に

て網にトツタリ綱を取ったがNEの風が強く吹き出し波浪も叉大きくなった。依って主機闘をも

作動して抵抗緩和に努めたが、手元側〈舶の繋がっている方D端〉より約25反は捲付いて棒欣に

成った。議網の結果シロサヶ58尾を含めて1405尾とアプラザメ約 150尾を漁獲した。擢網率は16;

6尾となるが、棒肢になった網を除けば反営!J23.4尾と主主 P、本年度最高の漁獲であった。擢網

位置は網の各居とも乎均に躍っており、擢網方向は前日と同様SWよりNE方向であった。魚種

はサケの最高900匁、最低500匁に劃し、ヵラフト 7 スの最高はEOO匁、最低:380匁で500-6仰匁の

も白が多〈概して大型魚であった。寸勝川口は康尾より31浬jJl路よ!J30浬余Pの距離にあり、常

に潮目が非常に顕著で而も距離の関係からか他水域に比し営業者舶が非常に少かったためとの好

結果を得たものと思う。

策7回操業(;6月26日，第 4衰のNo.7):昨日の大漁に引績き海上に漂泊し十勝川口のSEJ4E，l1

裡に於て投網した。水温9.80
'" 1O.0.Cで海上位平穏だが・‘うねり"は高かったらSEよtNW方向に

71反を投入し、シロサケ30尾，カラフトマス360尾，ベニ 7 ス4尾で計時394尾を漁獲した。擢網容

は5.5尾守主として網の上中層に躍り下屠には少く、標網方向は大部分がSWよりNEで稀に反撃J

-18 ~ 
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第晶表ー 漁業試験!成果表昭綿4年度調査

閥次| 恥 No.2 No. 3 No・4 1 No._5 _1~Noと_6_1~土乙j 恥・ 8 1 No・ 9 1 ふ~J~0・ 11 1恥ー | 恥・ 3
月日 I 6sHt [ 6s6(=f I 6月7日[ 6月9日 16s24R 1~6 勝目 I 6問戸山 16悶 戸 両 I7月2日 17月3民 17月4日

位|品.12三認~ぷ332-1 3:ョ:22lぷ二Z32lぷ二3Z3:1ぷこ怒21Zヨ謡13::;mlぷ:;J32;訟鍔:h;5::た21ζ33El長紘一

投 1422Elsm里山害時:51S弔問，.01欄ぁIS~駒山納・51 s~仲畑窓口蜘~I 織的713Rあ|噛今世
|競輪己主;~I 匂Qm い827fm i12伽 ilτ:5:g-~ymU21J竺望日-lym!立百三3-l 20h忽|土:;JZ

網|投綱方向 1SE.....NW I SW_NE I倒 W-NNEI S/W_N/E 岡山WjN!-NW-SEI SE証正1，NW-SE I'SE-NW '¥BE_Nw ! SE_NW ¥South-+N倒的 S/E→N/W
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方向D ものもあった。魚韓はシロサヶ580-900匁、カラアトマス380-7，∞匁でるった。

第8回操業 (6月27日，第4衰のNo.8):本日も閉じ水域の水温 9.8'-10.9'0に於て77反を投網

した。軽い"う.t.D"があり海上は平穏で海霧の費生もなかった。投網位置は十勝川口のSE，3

浬の沿岸でるった。漁獲物はシロサケ29尾，ギンサケ 3尾，ぺ=マス 1尾'?ス24尾及びアプラ

ザfメ約 100尾乞混えていた。

第 9回操業 (6月29日，第4表vNo.9):十勝川口のE!S3iS，9.2浬の水温10.2."，11.0'0の水域に

92反を投入した。南の風、風力3程度で波浪も梢々高く成ったが、"うね t"無く晴れのち濃霧と

去った。潮目が非常に多く網は蛇行般を呈し且つ他舶の推進器で一部切断され，た属もるった。然

しシロサヶ18尾，カラフト?ス 870尾を揚げ、網羅率は9.0尾で魚、は水面下2mまでに多く躍り網

裾には少なかった。擢網方向は今迄と同様swからNEのものが大部分i::占めていた。マスは4!10

'" 880匁範闇で雄70払雌3O%v割合を示し、胃中には Euphαusiα及び磯虫の如きものを多量に

捕食していた。

第10回操業 (6月30臼，第4表のNo.lO):十勝川口のSE3iE，11.5浬の水温 10'OD水域に投網

した。海上平穏だが護軍事のため他舶の網と近接交絡した。シロサヶ 6尾2 カラフト?ス 281尾即

'!:> 3.1尾白標網率でbった。従来とも標識〈ポンデン〉附近には他の部分よ P多く曜網ずるよう

である。

第11回操業(7月 2日，第4表のNo.ll):十勝川口vSE3iE，8浬の水温10.10_11.グCにて投網

したが擢網時白水温は 9.2'-11.0'Cとなっていた。シロサヶ21尾，ペニ?ス 1尾，カラフト?ス 2

80尾で前回と時々同様の成績である。

第四回操業(7月3日，第4表DNo.12):{ill!路、厚岸沖40-60浬附近。沖合に遁温を求めて終日航

走して見たが既に暖流系v7kが相営差しており止むなく大黒島灯台。 SfE34E，38浬、水温]5'0

の水域に投網した。サヶ・マスは皆無でネズミザメ 16尾，サパ20数尾，‘クロマグロ(約10貰)1尾

を漁獲した。

第四回操業 (7月品目，第4表の3のNo.13)錫r路.厚岸沖40浬以迩Zご暖流系7k帯の最高表面温

度は17'0で、との水帯の沖側(南側)には14'0の水平静が庚い範圏に分布していた。即ち17'07k

帯と14'07k帯の境に営る大黒鳥SiE~E， 93揮の水温14'Uの水域に30反投網を試みた。

漁獲物はネズミサ.メ 1尾，サパ1尾，カラフトマス 1尾・であった。?スは檀重 430匁D雌で胃

中には内容物は認められ，なかった。

第13回操業を以って本年度。調査を終った。

要 黙

昭和24年度漁業試験より得た要離は火の如〈である。

1) 100噸前後の風主主の抵抗の多い大型漁姑で流網在行う場合、風波ο強い時には大島市町子玉と

重鍾を用い、少〈も 2丸 (400m)以上のマニラロ{プ〈任1寸位〉を使って、スプリンク♂式の取

手綱〈トツタ1])とし、流網端に繋いで、漂泊すれば、網を棒欣に捲く倶れは少い。昭和 6 年~t7k

試根室支場の西国投手もトキシラズ流網調査復命書の中でと白方法を提唱している。

2) 漁場を選定するのに水温やプランクトン調査と共に潮目は重要な傑{牛となる。網唆りを高Lす

虞れもるるが、漁獲成績は多くの場合良好であった。

3) 水温は6月初句には7.0'_9.000が良く下勾には 9.0・__11.0'0，7月初旬には 10.0'-12.0'C程

度が好成績であった。即ち漁期D進むに従って適温帯も上昇する。

4) 十勝川口沖は春のサヶ・ 7 ス漁場としては優秀な場所でないと云われてきたが今次漁主試験
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では好成績を拳げ、反営り 9~23尾令のとともあった。 rnJ 7K域iこは殊に潮目が多かった。なお設

7k域は蹟尾と鎖11路の雨根操i也の中聞に営り、距離の関係で操禁漁船が非常に少なかったのも好漁

獲を拳げた原因の一つであろ弓。

5) 沖合の魚群は疎三陸岸近くなると叢密に成る。従って従来の距岸23浬以内の漁場が有利で、あ

る。然し思後漁船激増の結果、漁場面積に到し過飽和白歌態とな P採算がとれない場合が多い。

6) 6月中旬頃より道東沖合的浬附近には暖流系cD7K塊が北上、漸く勢を増してサパ、 7 ク'ロ、

アオザメ響が来併する。同水平野より陸岸に近づくに従い次第に水温は低下ナる。叉その温暖水平静

の沖側〈南側〉には柏々低温白水域部績がっている。

7) 7 月品目，前記温暖水帯 (16.00~17.000) に接ナる沖側c距岸93浬の14.0.0水域で?ス(雌〉

1尾を漁獲した。昭和8，9雨年4月中に北水試では、との水域で延縄漁具にてサケ・マスを漁獲

している。 4月頃o早期の充分主主調査が必要である。

8) サヶ・ 7 スのi回砕方向は道東海域では普通swからNEである。

9) 擢網水深は 2m以越が多く深〈なるに従って少く去る。

10)道東海域に於ける投網はS-N方向を中心に左右4鮪 (45度〉範園即ち陸地に封しi宣角方向

乃至45度以内の角度で投網される。乙れはサヶ・マスの洞琳方向に封しでも漁期の主風方向に封

しても有利で、ある。

昭和25年度漁業試験

本年度に於ては便宜上、第1期よ P第 3期まで3回に分けて調査を賓施した。即ち

第 1期…・・・昭25和年6月7日画館出港より同月14日jl!路入港まで。

}O' 
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第2期・・・・・同年 6

月16日jl1.路出港

よD同月24日銀11

路入港まで。

第 3期・・・・・同竿6

月26日all路出港

より 7月2日画

館入港全で。

第 1期調査

(第3闘参照〉

第 l回操業(6月8

日，第 6表のNo.1)

、6月7日曲館を出

港し、翌 8日十勝

の大津川口より S 

E~E， 13.5浬白地

鮪に到着した。同

水域は24年6月下

旬の漁業試験に於

て好成績を拳げた

ととろである。表



面水温 7.5'0にて54反を投入した。海上は極めて穏かで網成りも良好であった。 9日5時25分揚

網の結果はサヶ10尾〈シロ 9，ベニ 1)，カラフト 7 ス2尾οみであった。

揚網後直ちに針路をSSE.tC探り沖合調査に向った。即ち 9日よ!J1l日夕刻まで1OII路のS15QE，

170浬附近までの範園に於ける水温室I測 (0-50m)を貫施し、併せてネズミずメの延縄漁業試

験設行った。

1ØII~各 vN:î沖合40-150ìIIl以南は表面水温 13.00_15.0
0

0 マアオザメ 40尾を釣獲するなど、暖流系

白水が北上しているととを物語っていた。

史第 2回操業(6 J月~11 日，身弟「さ~6 表No.2勾):釧路ρS臼20'ぴ。 E， 13釦0浬(第 3 闘，観測賠G)，、に於て5凶4反を引j投

網した。表面7水rJ<i溢昆9.0'_9.9γ。0，1叩OmJ屠膏で、τ7

カラ 7ト?ス14尾計9泊2尾尾.でで、隈網互率苓は 1.7尾を示し、 ザケは全瞳の88%を占め、 マスはJ25iぎであっ

た。サヶο瞳重平均は 587必、マえは 376.5弘‘言、胃中には Eaphausiα と小摺魚、らしい肉片が見ら

れ、中には食餌皆無のものも多かったρ

第 3回操業 l6月12日;第6表Nuめ J釧路の S28
0

E，123浬(第3園，観測黒占H)にて抵網した。

使用した網童文は前日同様'i4反で海上乎躍であった。表面水温9か....，9.3
0

C，10m}fJで、7.6
0

Cで、あった。

漁獲物はシロサヶ 127尾， カラフトマスli尾計 144尾，懐縮、三容は2.7尾で，ネズミザメ 3尾を混獲し

た。サケの平均瞳重727匁，カヨフトマスは 435匁で性別は何れも相宇ばしていた。

第 4回操業 (6月13日，第6表NCl.4) 多"1路のS18
0

E，51浬(第3固，観測賠1)の表面水温8.70
_

9.0'0に於てSSEより NN¥Viこ投網した。漁獲均はず/ロサヶ4t尾，カラブトマス51尾ですケ54%，7

ス46%。割合となり、前2回 l亡比べてマえが非常に増加していた。性別を見るにサケは堆 62%，

雌38%，マスは抱67%，雌33%でるって、サケの最大は 960匁、最小は 520d弘叉マスは 780匁と

:330匁で、マスの大部分が Eupha'usiaを捕食していた。

O;t)本}羽調査中は連日の濃霧で、漸〈天測にfd{り位置の線を出し得たのはI!日と 13日のみである。そ

の結泉純位の東西は聞各々確貨であるが、南北に於て粉々正確を欠〈と息はれた。.I!pち漁業試験成果表及

び本文に記載された投錫網及び水温観測。舶位l土若干の誤差は発れ得なかヲたのである。

第 I期調査の 1探知

1) 昨年好r，X績を拳けγこ寸勝川口沖合は 6月中旬までは不況‘εあった。その原因は不明であるが

昨年に比べて遁水平静の幅が非常に捕がっていた。

2) 1OII路DS-SSE沖合では 140浬附近を境として、それより南には表商水温H.O'-15.0
0

007kが

入り込んでいて、アオサ'メ等i段海性の魚が漁獲された。

:3) 1OII路のS-SSEJ)向1:'60;里町、j近 (Lat.42吹線)のHf方ではS乃至8SEに向う 2ノットに及ぶ

潮流を測得した。 .24fr度に於ける 70-100迎沖合附近の潮流はNE乃至ENEに向って流れていた

が、此の水域の潮流は非常に複雑で短If聞に甚だしい餐化がある様に感じられ，売。

4) 前記 2)Iz:.於て述ペえ釧路S-SSE，140浬線の北側に接する水温9.0
0

0台、つ潮目附近では反営

D 1.7尾・-2.7尾程度のシロサケ〈マスを若干合む〉の漁獲があった。

Ji) 梅園f，f~ 3読に流氷警戒線として思(.棋で示されている附近に於ては(距岸約 100浬〉此の時期

には反営 T3尾程度。漁獲は出来ると思う。

.s) 6月13日， 1Olji{ioS18
0

E， 51浬附近には8.7
0

_10.0
0

Cの水替があって、そο南方へ%'..:80浬の幅で

若干ο水温D高低を示しながら舗がっていた。と D71<帯1二雨ff!W)20浬〈距岸30....，50i里〉の聞に

6.0・C台の空襲水平野があり、それより陸地に近づ fに従ぃ7.5'_9.0
0

Co精々高温D水帯y;あった。

マ〉 本期間中の操業に際しでは、何れ，も潮目を選んで投網した。槻しFで潮目附近は好漁の場合が
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多い.

τ宮司~

位置

記務

A 

B 

C 

D 

E 

第 5表 水温観測表〈昭和25年度第2期調査〉

日 時

6月一16日

貌

緯度経度

420 
- 32心'N

8時 42分 I144'・-14.O'E

42 - 9.0 

測

離|表函J|「各Li工Jj1υ;;H|Jι| 竺l箆 50m 

川75珂o 3叩 12イ2汚 2泊i1.76 

釧 路

8190 W 
2.20 

6 - 16 

11 - 37 

6 - 16 

14 - 55 
|にi。|釧 路

817。、v

;司1.二~.司i司-17 イ斗い4ρ27イ7川2υ川イ9卯イ012.60 2.28 

イ7.3却01 5初 3.50珂 12.70 1.80 

6 - 16 

17 - 45 

41 - 17.0 

143 - 54.0 

6 - 17 1 41 - 41.0 

12 -30 I 144 - 46.0 

41 - 48.0 

145 - 52.0 

42ー 20.0

145 - 11.0 

42 - 37.5 

143 - 5[.5 

42 - 11.0 

145 - 25.0 

T | ベ8 切 1 7 初 5 イ3口悶5日51 2幻ω3幻718170 V 
1.45 

川 8.40I 7.05¥ 4.50 I 3.42 
釧 路

S 70 E 

:L7 f l 何刈Oイ1I 10邸 19イ5イ4“80イ14仰位 1 2 • 58

|ゆユL「♂主山f:一

52.:
竺サイ

5
川三fアアベ?一イ

60
空
o
竺…l凶J三竺止:竺4竺00卜2児イ斗i卜2∞ |己竺

釧ぷ剥i詰誠誠?鰐鵠3毅!S咽Jj壬旦到:2包山;:2引;Uリjj8.1川oド川6.80ω州叩イ 5.90
1

5悶到I 4 ω竺|巴竺
| ? J | 叶7 …5

ヤい(ド円
3幻2い1 万 1.52 

第 2期調査(第3固参照〉

6月16日5時釧路を出港し、第 5表に示す 4測結くA-D)の 0......5υm迄を水温観測し、なお

航路上、毎30分の表面水温を測定して、水産試験場aJl/路支場の漁況判断。資料として提供した。

第 5回操業 (6月16日，第6表 No.5):1-9時40分、111/路のS16"W，120浬D表面水温8.6
00内外のと

とるに54反を抗網した。 SWの風が柏々強〈浮子に網を捲いたととろもるった。 シロサケ24尾ο

みで大部分が南側かb躍っていた。千均瞳重は 696~匁、雄60%，>雌40%，の割合であった J
第 6回操業 (6月17日，第6表No.6):揚網後、針路をN6u

OEに採り硯正午にE測賦θ観側を行い、

それ，より E'tstに縛計し、1iJ11路vS870

E，96浬に於て投網した。水温10.6.......10.900，附近一平静には慶

大な潮目があった。翌朝揚網o結果、シロサヶ28尾，ヵラフトマス46尾で擢網率は 1.37尾，擢網

方向はNEよりのものが多く、網の各居に平均に躍っていた。サヶ38%に封しマス62%。比率で

本年調査開始以来。現象である。

第 T回操業く6月18日，第6表No.7):1iJ11路1[)S37
0

E， 52.5i浬附近に於て水色の異友った顕著た潮

目を護見し、19時四分より繰褐色に濁った水域に投網した。東む風が強くたり、降雨と霧静養生し

"うねり"も叉大きく aって来たので、 2時22分より揚網を開始し?と。漁獲物はシロサケ54尾，
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カラフトマス 181尾で、その割合はサケ23%，マス77%であった。擢網率は 4.35尾で性別はサケ

?ス共に雄が多く、サケは60%，マスは80%を占めていた。腫重はサケが平均5556弘、マスが44

4匁であった。

天候険悪と成ったので操業を中止し航走しながら表面水温o観測を行った。そD結果に依 P陸

岸に接して冷水帯があ p、その沖側には暖水平静があり、更にとれ，に接して沖側に冷水帯があっ

て、その又沖合は暖水平静が存在するととを知った。今回。操業はとの沖側の冷水帯で行われたの

噂でをる。

第 8回操業 (6月19日，第6表のめ 6月19日正午1fJ1]路に入港し、清水補給の上直ちに十勝川口

のSEIE~E， 13浬に至り投網した。水温7.2
0

0にて水色は良好だが潮目は見られ，なかった。揚網の

結果シロサケ 146尾，ベニサケ 1尾，カラフト 7 ス9尾，計156尾を漁獲した。却もサケが94.2%を

占め、マスは僅か5.8%，に過ぎ歩而もサケは大型で平均瞳重750匁であった。性別は雄60%に劃し

雌，40%，の割合であったが、マスは更に雄が多く 75%を占めていた。擢網率は2.6尾で大部分がSW

方向から握っていた。胃中にはEψh側 sia，ハダカイワシ及び海草などが見られた。

第 9 回操業 (6月20 日，第 6衰の2): 十勝川口の SE~S，

9湿の水温 8.1"0のととるに投網したが、 7.0
00台の71<

が不規則に交錯していた。シロサヶ75尾，カラフトマ

ス3尾で19日に比べ漁獲成績は牛減した。魚瞳は最大

1020匁〈雄〉に謹ナるもD もあり、前回と共に今漁期

中、最も大型の魚でるった。

第四回操業 (6月21日，第6衰のめ:早期、十勝川口

よP行動寄.起し、沖合の誼水平野を求めて航走した。距

岸:30"，33浬附近は概ね12.0
0

0前後にて、最高水温は13.

2
0

0，更に沖合の大黒島の南方40浬附近には幅約T浬の

9.0
0

0台。水平野〈観測せる最低8.5
00)がるった。との

71<帯より北上すると間もなく 10.000以上の水となった

ので、直ちに引返えしたが、再び8.50"'9.0
00v水域を

裂見出来すτ、やむなく翁1]路のS7
0

E，46浬、水温12.500

のととろに投網した。サケの漁獲は無く、カラフト?

ス9尾，サバ7尾， ;f'ズミザメ 1尾の不成績に怒った。

なお若いスルメイカが1jJ1]路vS7
0

E，49浬の水域で(水

温12.4.0)釣獲され、北71<7iJf函館支所主 D依属された
告書4園水温分布圃(昭手曲5年第2期調査〉

標識放流を行った。

第11回操業 (6月22日，第6表。3):温水替を求めて揚網位置よ P航走を始め、最初約35浬南下し

たが 12.0台。水温が績くので10時よ ~NEに韓針した。北上するに従って 13.000台となり 14.50C

を頂賭として下降を始め、 12.5
0

(Jより9.0
0

0台に念降たしので19時部分よ P出反を投網じた。位置

は!ill]路のSE;l4S，65浬で水温6.8_9.800であった。予想外に漁獲無くシロサケ2尾，カラフトマス

23尾，何れも雄のみであった。

第四回操業 (6 月23日，第 6 表の 3): 落石のS~E， ，26浬、水温7氾Ov7k域に54反を投網した。

護霧で風弱く精々高い"うねt"があった。線、漁獲219尾中、シロサヶ21尾で僅か10%，に過ぎ歩、

6月上旬と金く逝の現象で，とれ，は鯵漁却に見られ，る現象である。カラフトマスの千均鶴重は575匁

、、
、
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で今期中最たであった。

第 2期調査。嬰黒占

1) ~II路のS16'W， 120浬附近は表面水温7.5'-8.9
0

0であったが、擢網率0.4尾の不成績でシロサ

ケのみであった。翁1I路のS370E，96浬、表面水温10.6'"'" lO.8OCの水域では反営 t1.4尾でサケ38%

に掛しマス62劣であった。釧路のS370E， 52.5浬の10.2
0

-11.5
0

C071<帯に接する8.6
0

0の線褐色の水

平静に投網して曜網葱晶、4尾の成績を得た。此塩では?スが77%を占めていた。 (6月中旬〉

2) 十勝川口9-13浬の水域では昨年程著しい汐目は見られなかった。水温は 7.2-8:10で10.0
0

0

台のととろもあった。擢網率は 2.9尾;~:::ノロサケが大部分を占め卒均睦重750匁は本漁期に於ける

最大のも0である(6月19，20日〉。

3) 釧絡のSiOE，49浬、水温12.50Cの水域マはカラフトマス 9尾のみで、韓重!l三均195匁のサパ7

尾とスルメイカ 1尾が擢網し売。スルメイカが斯る水域にも来散じているととを知った。 (6月21日}

4) 釧路vSE3 '4 S， 65理地黙では14.000台の水帯に狭まれた6.8'_9.8
0

0の水域に投網 t.;:ICが曜網

主容は僅か0.4.6尾でカラフ争マスが92%を占めていた(6月22日〉。

終漁期に近づくと魚群は距岸40-50浬の高水温水域から先ヂ姿を消し、共Eコ北側(陸連側〉と

南側〈沖側1に接ナる精々低目白水平静には若干の魚、群が残る主うであるが、初漁期には逆で、と

の高水域よ担漁が始まる主うで遣うる。

5) 落石の南方25浬附近に於ては10.0
0C台の水平静に接して8..00前後の水帯がるP、水色は繰褐色

を塁し、反営り 4尾強の成績でカラフトマヌが 9%であった。との時期にはmll路沖20浬以内と落

石沖25浬以内が活況を呈していた。沖合に高温の水が来れば、自然と漁場は陸岸に近接した水域

のみとなる(6月23日〕。

6) 第2期調査期間中には南潮〈南へ流れる潮〉は殆んど見られす示、写ろN-N、Vへ流れる潮が

あった。今年は審の護生が特に多く確たる船位を摘み得守、震に正確定員流向、流程を知るととは

出来なかった。

7) 24年も本年度も 6月下旬に入ると距岸40-50浬附近に高温水平容が現bれ、それよ p北側(陸

地側〉に進むに従って若干の高低はあっても次第に水温は下降する。南側(沖側〉にも幾分低目

。水帯が見られ，るが、距岸 100浬附近よ b以南は梢々高目の問ー温度の水域が槙くように観察さ

れ，た。

第8期調 幾 (第8園舎照〉

第四回操業く6月26日、第6表oi:l): I責尾沖、十勝沖が好漁のためー同方面に出漁ずる漁般が非常

に多かった。 ml)路の SW~S，28 浬即ち十勝川口沖合の水温 9.7-10.100 e;， 71<域に投網した。航行

行舶に浮子鯛を切断され，たが網の涜失は売れた。線、漁獲は190尾でカラフトマスが92%を占め、

大部分は雄で擢網率は3、5尾でるった。

第14図操業 (6月27日、第6表の3):十勝川口沖、 13.5浬の水温10.8-11010のととろに投網。との

71<帯D陸側には7、7.....8、020の水帯が接していた。アプラザメが非常に多〈サヶ、 ?λ合計1舘嬉

でカラフトマスは93%、シロサケは儲か，7%である。反営担2，7尾で性別は?スは殆んど雄のみで

あって、瞳重は卒均450~弘でるり前回よ P 更に増加していた。

第15回操業 (6 月 28日、第6表のめナプラザメが多く且つ漁獲も少かったので、釧路 S~-:iW、 25.5

浬にヨ~.ò投網する。水温は10.05-0内外1':'本調査開始以来の快晴でるった。漁獲物はシロサケ27

尾カラフト?ス長尾で擢網君事は1，1馬、サケは雄が80%、マスは前回同様維のみであった。1i.お此
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の附lliには若いスルメイカが濃密に来砕していた。無線情報によれば本目上 P各海域とも漁獲が

激減した模様である。

第四回操業 (6月29日、第6衰の4):本日の投網位置はal/路vS200E，23浬水温は9.1-9.8"0のとと

ろであった。快晴Eつ海上は千穏で満月に近かった。綾漁獲185尾のうち、シロサケは僅かに晶尾

他は線、てカラフトマスで躍網寧は3.4尾、魚、体はサケ，マス共に比較的小型で、あった。

第17回操業 (6月初日、第6表の4: (iJJ!路IZ)S，25浬、水温10.0-10.800のととろに投網した。晴れ

であったがSSEρ風が8程度となれ潮目のため網は蛇行般に成っていた。シロサク6尾ー)カラフ

トマス ]5尾、権網喜容は2.0尾で、Eupha'usiaを多量に捕食していた。

以上で25竿度調査を打切り、 7月1日5時、函館に向け蹄迭に就いた。

第 3期調査@要貼

1) 移潟、i拐に近づくと漁場は殆んど沿岸のみに限られ沖合では漁獲がなくたる。それは暖い水が

沖合一帯に鎖が P冷水を堅迫して来る震であろう。

2) 終漁期6月未に近づくとシロサケは激減し、カラフトマスが大部分を占める様に成り而もマ

スの殆んどが雄・εある。 {11L最後の 2回だけ雌が夫-，，<43%と40%混ってゐた。

3) 6月下句サケが減少し、マスが多くなるとアプラザメが多量に混獲される様になる。とれば

サナ・マス漁の格る直前に毎年見られ，る現象である。

4) 魅漁期に近づくに従って生殖素は成熟度を増し又一般に Bupha'usiaなど胃中に多量の食餌

が見られ，るように成る。

5) 濃霧とサテ・ 7 ス漁は関係あると云われているが、道東沖合では暖窓雨水塊が互に交錯して

いて、暖Jk塊D 上空は晴れ、寒水塊の上空は濃霧の場合が多い。例えば厚岸からー直棋に南下ナ

る時、濃霧域と晴れの水域とが交互にやって来る。濃霧水域は水温が低く、晴'れた71<域はそれよ

り高f置で、ある。それ故晴れたととろよりも濃霧水域に投網した方が概して好治、ずあるととを屡々

経験する。

V. 言周 査 の 結 果

1. 回指に就て

サナ・?ス類の海洋生活期の生態は一般に不明であるが、ベ-1]シグ海からその南方ο極前糠

ま‘での水域tL生活すると推定され，ている。北太平洋のサヶ属は麗類多く洞砕も夫々相違がるる。

カラフトマスは最も数量が多く、アジア側では樺太、シペリャ及びカムサツカの河川に、アメ F

カ側ではオレコ'ンナ1'¥全でρ河川を棚上しアラスカに最も多い。サナも叉アジア側に多くアラスカ

にも見られる。 、
棚上期は種顎により相違はあるが 6月頃からであって、サナ及びカラフトマスは中期よ D末期に

~いと云われている岨湖上する年齢はサケが 3-5才'(4才魚が多く、ペニマスは4-6才で、5才魚が

多く、カラフ.トマ λは2才である。

春夏む候 (5，6，7月}に北海道東岸沖合に来推するシロサケ(トキシラズ)，カラフト 7 スのi図

説径路に就ては、成魚になると毎年2・3月頃優勢な千島寒流に乗って南下し、 4月頃までは東北

滑岸にifffl砕し、黒潮暖水帯が優勢にt.I:るにつれて北縛して4-6月頃には北海道東岸に来滋し、ク

ナシリ海峡、エトロフ海峡等を遇過して 8，~月には樺太沿岸及びオコック海滑岸諸河川に棚上す

ると考えられ，ている。
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糸、

，品

従来ε標識放流の結果

に依れ，ぼサケ Lトキシラ

ズ〉は北海道東岸沖合を

東に進み色丹島エトロフ

島及びウルツプ島の太平

洋岸沖合に至るDでちる

が、そD間1ク月位北海道

東岸沖合に滞泳するもの

もある。エトロア島太平

洋側に出現したもD は、

その後主としてエトロ 7

海峡を遇過して向島の才

コック治情・岸阿固辞し、

同海直を西行して、クナ

シリ島西岸水域に至るも

のと、更に北上して倖太

島の南、北岸の諸川に湖

上ずるもの及び才コック

沿岸に蓮して河川に湖上し、中には黒龍江の上流 400浬に達したものもある。

トキシラズに和々遅れて北海道に洞砕するカラフトマスは北海道東岸沖合を東行するのである

が、その間近海に滞泳ナるものもあり、その後援水平静に押され，て色丹水道及びクナシリ 71¥遣を抜

けてエトロフ島オコック海匿に出るもりもある。然し犬部分は太平洋側を色丹島よりエトロフ島

東岸に進み、その後ヱトロフ海峡を遇って向島のオコック海岸諸川に棚上する。なお一部は更に

樺太東岸I'l:i問活字ずるものもある。

ウルツプ島のオコック海側に出現したものは同海匿を SWtて進みこえトロフ島のオコック海側の

諸河川に棚河ずる。ウルツプ島太平洋水域に出現したもcは、そのま、同沿岸を洞滋ずるものと

エトロフ海峡を抜けてエトロフ島オコック海沿岸に泊砕するものとあり、一部は向島太平洋側沖

合主り千島列島に沿ってカムサツヵ牛島西岸に向うものもるる。

昭和9年北水試に依って行われた標識放流D結果よりi図説移動距離をみるとサケ〈トキシラズ〉

は 1日平均最大25浬、最小 4・3浬でカラフトマスは最大34浬、最小4浬であった。

尚、夏期北千島及びカムサツヵ沿岸に来砕するシロサケと道東に晩春初夏の候、来滋ずるサケ

〈トキシラズ〉との関連性に就ては大瞳同一系統のものと想、保されて来た。即ちカムサツカ東海

北南部に出現するサケ群圏は既速の如く寒水平容に乗って南下し爾後トキシラズとなって本道東岸

に来散し、その後北上するが、カムサツヵ南東海岸に現われる群圏は7・8月には産卵期近いため

甫下せ歩シユムシユ島、パラムシロ島沿岸及びオンネコグン海峡其他の北千島海峡を抜けてカム

サツヵ宇島を始めオコック沿岸に泊辞してシロサケとたると考えられるのである。

カラフトマスに就ても千島寒水平静に乗って南下する群圏が本道東岸にまで来湯ナるものと、北

千島沿岸工 Pオコック海に入担、その沿岸に洞滋ナるものとに介tL、系統は同ーであると考えら

れて来?とのである。

- 26-



筆者等の昭和24，25，26年に亙る調査は何れ，も早期南下中の魚群を劉照とし得なかったが、三陸並

に北海道東岸海域に一時滞泳或は北上ナるものを調査したのである。

26竿4月下旬よ!J5月初旬までo調査で、は既に述べ噌k如く南は金華山のN710E、72浬附近より

エFモ岬の S410W，51.5浬に亙り調査した私果、第3表の如く 4年生を主とし、とれに 3年生と

5年生を混えたサヶ〈トキシヨズ〉を漁獲した。而して濃密な群は見られなかったが、概して組

に康範国を滋川、しているように忠われた。と♂二三陸沖のサケが時期が進み7.!<iKil.の上昇と共にトキ

L ヨズとして 5月中、下旬の北海道日高沖む滞期を形成するもD と考えられるが、必ヂしも線、て

が北海道南東に来滋し.途次北上ナるものとは限らす=、或物は最初より十勝1~j;、}享岸沖に加!砕す

るものもあると思われる。特に 6 月中旬頃距岸却~60 浬の道東沖合に高温な暖流系水平替が現われ，

ると、とむ71<替を中心として魚、群は市-Ibに2分さオLk形となり、北側 u質問〉には塵縮された趨

温帯が出来て濃密な魚群が集 h 絡器、期前のf円況乞主しつ L逐次東行し、花倒。梢々低日ο水替

には稀薄な群が浅されて三々伍k 東行して南部千島水域事向う如く判断される。との事貫は24竿

及び25竿のやI合ii!ii査D結果が立謹している。 6月末より 7月初旬にかけて、高温水う沿岸附近ま

で横張ナるはi!こはJ魚群は東行を急:ぎ、南部より途次姿を泊して漁場は北に移動し、終治、となるο

である。なお怒漁期iこ近い回一、低気匿の来某などによって海上が荒オじた直後、前記の正常な水温

分布が説れ、泊j手 j:. 'C念に高湿の水が損がる様な揚合がるるが、斯る際に~JJ*からエリモ岬まで

の漁場よ D急:に魚、群が姿を泊し、間もなく北方の漁揚に好漁を見る ζ とがある。との似合、魚群

は表面下c遮温帯を遇って北上ナるか或は滋泳速度を増して趨水域に逃避ナるとも想像せられる

のである。

2. 樫網方向と躍網深度

三陸沖調査の際は東西方向に投網した。即ち陸岸に劃して大体直角}j向でるる。との投網方位

に劃して魚、は南側より北に向って刺っているもむが大部分で、反撃守方向からθ ものは極めて僅少

であっfニ。

北海道東岸沖合漁場に於ても陸岸に!:tLmu二直角右向に投網する。即ちN-Sの方向かNW-SE

か或はNE-SWの範菌内で、るる。斯る投網方向に劃し魚は主としてW岨 Eへ或は S羽7・NEに向っ

て擢網してお P、反割方向から刺っているものは極めて少量主であった。とれは南下したサケ・マ

ス群が北上i回融中であるととを立詮ナるもοで、一部反封方向に向うものは、索餌-滋~j(中か単調

砕泳中の一時的な現象と見倣ずべきである。

擢網深度は魚、が網に刺っている欣態より判断すると水面より 1~2m附近までが多く、網裾に近

くなるほど擢網献態が悪くなっている。即ち夜間D サヶ・ 7 ス雌泳深度が海面に近いととを察知し

得る。サヶ・マスο腹中lt:深海性のハダカイカワシ (DiαphU8 Watα8ei Jurdan &， 8tark)を

費見するととがちるので、深海洞滋を行う如〈考える者もあるが、ハダカイワシが表居!t:浮上滋

泳しているD を筆者等は流網揚網中、・数回漁獲したととがあるので、必歩しも深iおにて捕食した

ものとは云えないと思う。

なお標識ボシデン旗や標識燈の間近には常に他の部分より多く a懐網してたり特に薄漁の時には

との傾向が明瞭に現われている。とれ，はサヶ・マスの習性と関聯ある様にも思われるが、今後の

研究に侯たねばならぬ。

3. 水温、水色及び透明度

水温…調査結果よ P遁水温をみるに、 4月下句乃.至5月初旬の早期にはサケ(トキシラズ〉では

3.5.-7.700にて漁獲があったが、 5.000前後が最も良く、漁期と共に遁水温も k昇 L6月中、下旬
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には7.0......9.500となり、 10.00C以上になると非常に漁獲が少くなる。北水試の川上、国対中氏等

の報告では適温範囲3.0__~.00(; で、 P.5-7.00 0が最多獲水温であり叉カラフトマ 1 は精k高貝で

7.0__11.000が適温で、7.8_10.200が最多縄水温と云っている。筆者等は 6月中，下旬9.0__11.000

で最も漁獲が多かった。 14.000以上では全然漁獲を見ない。4用下旬......5月初旬、三陸沖では Forel

氏水色計の4-8で4の時、漁獲成績は悪かった。花井氏は5の時が漁獲が多かったと報告し、北71<

試の殻表〈昭めでは4-7となっている。

透明度…三陸沖で、は7......12mと親測され，，7-10瓜の時が漁獲成績が良かった。北水試〈昭めでは

4--7と成っている。

註3 延縄漁具を使用しての結果である。

4. 性別及び年令組成

性別…昭和25年度調査にはサケ・マスの性刊〈第7表 A)に就き調査したが、漁獲尾数が50尾未

満η時は会韓に付き、 50尾以上の時は以)尾乃至100尾を封照として行った。総務、獲尾数は1，847尾-

である。

第 1期調査期間 (6守8日......13日〉及び第2期顎査期間伊丹]6日--23日〉に於てはサケの雄日

ちん雌叫%で第 3 期調査期間伊丹 26 ヨ -30 日〉は.雄55~0に劃し雌45% となっている。金漁期を

lf均すれば、雄56%に到し雌44%で維が12%だけ多かった。

マスに就ては第1期には雄59%に主主Jし雌47%.第 1期には雄75%に到し雌25%となり、雌は念

激ι減少し、調査の末期たる第3期にはJ推79%に封し雌は更に減少して2t%となり、全漁期を平

均すれば、雄71%に!tし雌は29%tZ::割合である。サケ・マス属は-*推する群休中若令のものには

雄が多く、老令。ものに雌が多いが、結局群全瞳から見れば雌雄同率である。然しカラフトマス

οみは例外で坊が藍倒的に多く 60......70μに及ぶと云われているが、今失調査の結果と金く一致し

ている。

第 7表くA) サケ.マス.性別

魚種性別!第一 !回 !第 二期 l第三!日Ii会期卒均

色 5矧 56%1 55%! 56μ 
サ ケ 11 一一一一 1一一一一一I----~一一一←|一一一一一一

一二J 切ーゴアJ竺l竺
o 59%1 75%. 79%: 71% 

マ ス | ト ーーレー-1一一←!一一一L十一一
♀ 41μ25μ21% 29μ 

第 7表くB) サケ，マスの比

なお漁期の推移とサケ・マスο漁獲高

費化に就いて見ると、第1期調査時?とる

6月0初旬にはサケが77%を占めマスは

23%に泊ぎ歩、第 2期たる中旬には"lTケ

43%1'1:封しマス57%とサケを凌駕し、第

3期に営る下旬に、サケは僅か 9%と友

り、マスはDl%とたって犬部分を占める

に至った。会期を遇じて見ると、サケの

43%に封しマスは57%で、マスの方が多

獲されるととになるが、サケのi凶揖路に

営る、沿岸D冷水平静のみを操業ナる場合に

は勿論との比率は費るであろう。

要するに漁期中に於けるサヶ・マス¢来悦j{犬態は最初サケ群が来砕し、中頃には南者概ね相字

ばし、終漁、耳打i丘くなるとマスが璽倒的に多量とな b、平均ナるとマスが多いととになるのである。

年令組成・・ 261"春の調査に於けるサケ(トキシラズ〉の年令組成は 4if生が8.26%、3年生部

10.~%で5竿生は6.5%であったく第3表〉。とれ，は同年6月に道東沖合で調査したサケの場合主酷似し

ている。
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5. 距7主25浬以遠D 漁場買値

距岸25浬以内の沿岸に於ては従来各漁舶が操業していたので、筆者等は調査の主眼を25-30浬以

遠D水域に置いたととは最初謹ペたととろである。

昭和24年度に 7月4日la.t.4.JO-26.'ON， long.1450-55.'00E， 即ち厚岸大黒島の S/EUE，

93浬に於てマスの雌1尾を漁獲した。25竿度は距岸 25浬以遠の水域では、6月11日より6月初日ま

での期間に、前後13回D操業を試みた。J!IJち6月19日、釧路vS370E .25.5浬の水温 7.800 に於て

反営 þ4.35尾の漁獲を揚げたのが最高記録で〈サケ 32%，、マス77~のとれ，に次ぐのは6月23日，落

石のSSE，26.5浬、水温7.800K於て反営t4尾を揚けた操業?ある〈サケ1O%"マス90%"昭和25

年度第四回操業〉。

陸岸よ P 最も遠い投網地離は6月 11 日、 ~Jj路vS200E， 130浬に於ける操業で水温は 9.0-9.900

で反営り1. 7尾の漁獲があった〈ザケ76%" マス24%) 。之に次いで6月12 日、 ~Jj路の S280 E ， 123

浬の表面水温9.0"，9. 300 に於ける第3回操業であって此露では反営!?2. 7尾の成績であった〈サ

ヶ 9J%，マス10%，)。躍網成績の最も悪いのは6月21日jJj路 S70E.49.0浬、表面水温 12.500に於

ける擢網率 0.16尾の時及び6月16日， {DJj路のS16W，120浬、表面水温 8.700に於ける 0.4尾の時と

である。而して何れ/1コ投網tて於ても漁獲皆無のととは左く、擢網率0.16-4.35 v成績であった。

操業場所の涯定に営つては、一定地賭を定めたわけで、友く、航走中に水温、水色及び汐目などを

観察して有望と判断される水域に投網したもD である。

要ナるに25-30浬以遠の海域の操業は陸岸近くと比較して魚群は薄く且つ適温水域の護見にも

非常な努力が必要で、ある。特に5月末より7月迄は殆んど連日白如く濃霧が費生して正確た舶伎の

決定も容易で、えにく亦此ο時期には場所によ P流向、流速なども費時極まりたい。距岸150浬附近

主り遠くたると海霧の費生も非常に少くなるが、 6月に入るとatK誼水温が無く、高い単調君主一

枚潮で、従って此の時期には斯る遠方は漁場となり得友い。

三陸沖合に就ては未だ調査が不充分で結論は下し得たいが、 4月初頃より26年度の調査範囲は

勿論、更に10J浬以上の沖合をも精査ナることにより更に漁場慣値は判然とするであろう。

根室沖よ P南千島沖水域は銃述の標識放流の結果より判断すれば、 i図説の要路に営P、数十担!

の沖合でも北上する群世相営濃密と主主るととが想像され、道東沖合漁場としては北上するほど有

利であろう。結局、北海道D東岸沖合でのサケ・マス流網漁業は翠摘で出漁する場合、良好念場

所の護見が困難で、、護見し得?ととしても擢網率5尾以上の水域は極めて少いものと思われる。母

舶を中心として多数の漁船を配し、康範囲に互って調査投網し、漁獲優良tt.水域を鷲見したなら

ば、とれを離さぬよう迫尾操業する様な方法に依れば或程度の成績を牧め得ると思うが、今後な

お早期 (4.5月頃〉の沖合調査と盛漁期たる 6月白調査を槙け結論を出し度いと思う。

VI. 結 び

ζ の報告は北海道大拳水産事部練習舶北星丸が、昭手1124~26~の問、事生の漁業賓脅を完走ねて

行った三陸沖並びに北海道太平・洋岸沖合のサヶ・マス漁場調査に闘するものであって、僅か一隻

の舶で虞汎な海域に豆つての試験操業であるから、未だ充分な結果は望み得ないοで271f以降も

同樟調査を績行する積りである。

終Pに臨み、本調査に首 Ti農霧と寒気の海上に在って、格始協力され，た北星丸乗組員一向に封

L厚く感謝。意を表するもD である。
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号i 用 文 献

金森政治 (昭 5) 時不知i図説試験復命書 北 71<試

勝木重太郎 〈昭6-5月〉 ときしら歩早期漁獲蝿託試験監督及

指導復命書 北水試室蘭支場

西国友吉 (昭 6) 時不知延縄漁業指導並に

時不知流網漁業調査復命書 北水忌¥1:長室支場

金森政治 (昭 6) 時不知i回融調査復命書 北水試

北 71< 言式 (昭 6) 本道に於ける時不知漁業の概要

勝木重太郎 (昭7.-4，月〉 ときしら歩早期漁獲蝿託試験復命書 北水試根室支場

花井育男 く昭7-5月〉 時不知流網漁業嘱元試験指導復命書 :11: 71< ~.式

勝 木 重 太 郎 く昭 8 ) ときしらヂ早期操業試験復命書 北水試根室支場

川上四郎、岡井中久英〈附 9) 鮭鱒i回滋調査復命書 北 71<試

農林省水産局 (附12月-2)北洋漁業調査資料第三輯

相川庚秋 (昭24) 水産資源事総論

(水産科事研究J羽業績第145挽〉
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